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年頭のごあいさつ
平成30年度上半期　経営報告会兼臨時総代会
山里アート in 岡崎信用金庫資料館

ews
用金庫資料館in 岡崎信用金庫資料館崎信用

岡崎信用金庫資料館で建築学生作品展開催／第３回　ビジネスマッチングフェア2018
「岡崎市男女共同参画推進事業所」受賞／交通安全パレードに参加

平成30年度上半期

あ
け
ま
し
て

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
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平
成
31
年
の
年
頭
に
あ
た
り
、
謹
ん
で

新
年
の
お
慶
び
を
申
し
上
げ
ま
す
。
平
素

は
私
ど
も
岡
崎
信
用
金
庫
に
格
別
の
ご
高

配
を
賜
り
、
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　　

さ
て
、
昨
年
の
地
域
経
済
を
振
り
返
り

ま
す
と
、
世
界
経
済
の
着
実
な
成
長
に
伴

い
、
輸
出
や
設
備
投
資
が
増
加
し
、
企
業

の
生
産
活
動
も
堅
調
に
推
移
す
る
な
ど
、

景
気
は
緩
や
か
な
回
復
基
調
を
辿
り
ま
し

た
。
し
か
し
な
が
ら
、
私
ど
も
の
主
要
な

取
引
先
で
あ
る
中
小
企
業
で
は
、
経
営
者

の
高
齢
化
や
人
手
不
足
な
ど
の
構
造
的
な

問
題
も
あ
り
、
本
格
的
な
業
況
の
回
復
に

は
至
っ
て
お
り
ま
せ
ん
。

　

金
融
機
関
に
お
き
ま
し
て
も
、
日
本
銀

行
の
「
マ
イ
ナ
ス
金
利
政
策
」
を
背
景
と

す
る
低
金
利
環
境
下
、
預
貸
金
収
支
が
減

少
す
る
な
ど
大
変
厳
し
い
状
況
が
続
い
て

お
り
ま
す
。
さ
ら
に
、
Ｆ
ｉ
ｎ
ｔ
ｅ
ｃ
ｈ

を
活
用
し
た
異
業
種
に
よ
る
金
融
事
業
へ

の
参
入
が
本
格
化
す
る
な
ど
、
競
合
は
業

界
を
超
え
て
広
が
る
様
相
と
な
っ
て
い
ま

す
。 

　

こ
の
よ
う
な
環
境
に
あ
っ
て
、
当
金
庫

は
、
事
業
承
継
、
人
手
の
確
保
と
い
っ
た

お
取
引
先
の
経
営
課
題
の
解
決
や
お
客
さ

ま
の
安
定
的
な
資
産
形
成
へ
の
お
手
伝
い

を
通
じ
て
、
地
域
経
済
の
中
長
期
的
な
成

長
を
下
支
え
す
る
こ
と
で
、
皆
さ
ま
か
ら

選
ん
で
い
た
だ
け
る
金
融
機
関
と
な
る
こ

と
を
目
指
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
　

今
年
の
干
支
で
あ
る
「
己
亥
（
つ
ち

の
と
・
い
）」
は
、
そ
の
漢
字
の
成
り
立
ち

か
ら
、
筋
道
を
通
し
、
紀
律
を
正
し
て
、

内
部
に
た
ま
っ
た
爆
発
的
な
エ
ネ
ル
ギ
ー

を
次
な
る
発
展
に
繋
げ
る
べ
き
年
と
言
わ

れ
ま
す
。
こ
れ
を
企
業
経
営
に
当
て
は
め

て
考
え
ま
す
と
、
煩
雑
に
な
っ
た
業
務
を

整
理
し
、
組
織
の
な
か
で
生
じ
る
改
革
へ

の
機
運
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
よ
り
良
い
方
向

へ
と
活
か
し
て
い
く
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

当
金
庫
に
お
き
ま
し
て
も
、
よ
り
多
く
の

お
客
さ
ま
に
付
加
価
値
の
高
い
金
融
サ
ー

ビ
ス
を
提
供
し
て
い
く
こ
と
が
で
き
る
よ

う
、
役
職
員
の
力
を
結
集
し
て
生
産
性
の

向
上
に
向
け
た
業
務
改
革
に
全
力
で
取
り

組
ん
で
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　　

本
年
も
「
お
客
さ
ま
か
ら
喜
ば
れ
、
職

員
も
輝
く
、
最
新
の
金
融
機
関
」
を
目
指

し
、
役
職
員
一
同
、
全
力
を
尽
く
し
て
ま

い
り
ま
す
の
で
、
ご
指
導
・
ご
鞭
撻
の
ほ

ど
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

本
年
が
皆
さ
ま
に
と
り
ま
し
て
、
実
り
多

き
す
ば
ら
し
い
一
年
に
な
る
こ
と
を
祈
念

い
た
し
ま
し
て
、
年
頭
の
あ
い
さ
つ
と
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

平
成
31
年
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頭
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挨
拶
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（
平
成
30
年
度
上
半
期
の
重
点
施
策
）

　

新
中
期
経
営
計
画
ス
タ
ー
ト

　

お
取
引
先
の
課
題
解
決

　

新
た
な
金
融
サ
ー
ビ
ス
の
向
上

臨
時
総
代
会

（
決
議
事
項
）

　

定
款
一
部
変
更
の
件

　

な
お
、
今
経
営
報
告
会
兼
臨
時
総
代
会
で

は
、
特
別
講
演
と
い
た
し
ま
し
て
、
モ
ル
ガ

ン
・
ス
タ
ン
レ
ー
Ｍ
Ｕ
Ｆ
Ｇ
証
券
シ
ニ
ア
ア

ド
バ
イ
ザ
ー
、
ロ
バ
ー
ト
・
ア
ラ
ン
・
フ
ェ

ル
ド
マ
ン
氏
に
「
世
界
・
日
本
の
経
済
展
望

技
術
革
新
が
怠
慢
に
対
峙
す
る
」
と
題
し
て

ご
講
演
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

平
成
30
年
11
月
26
日
㈪
午
前
11
時
よ
り
、

Ａ
Ｎ
Ａ
ク
ラ
ウ
ン
プ
ラ
ザ
ホ
テ
ル
グ
ラ
ン

コ
ー
ト
名
古
屋
に
て
、
平
成
30
年
度
上
半
期

経
営
報
告
会
兼
臨
時
総
代
会
を
開
催
し
、
上

半
期
の
業
務
報
告
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
臨
時
総
代
会
で
は
当
金
庫
の
営
業

地
区
の
地
区
内
に
転
居
す
る
こ
と
を
予
定
さ

れ
て
い
る
方
に
住
宅
ロ
ー
ン
等
の
融
資
が
で

き
る
よ
う
、
定
款
の
一
部
変
更
を
決
議
い
た

し
ま
し
た
。

経
営
報
告
会

【
業
績
の
概
要
】

（
預
金
積
金
）

　

預
金
積
金
（
平
均
残
高
）
は
、
前
期
比

7
4
0
億
円
増
加
し
、
3
兆
4
5
2
億
円
と

な
り
ま
し
た
。

（
貸
出
金
）

　

貸
出
金
（
平
均
残
高
）
は
、
前
期
比
26
億

円
増
加
し
、
1
兆
5
6
4
7
億
円
と
な
り
ま

し
た
。

（
自
己
資
本
）

　

自
己
資
本
比
率
は
12
・
63
％
で
、
国
内
基

準
の
4
％
、
国
際
基
準
8
％
を
大
き
く
上
回

り
、
引
続
き
健
全
な
水
準
を
維
持
し
て
い
ま

す
。

　

ま
た
、
自
己
資
本
額
は
27
億
円
増
加
し
て

2
0
2
7
億
円
と
な
り
、
当
金
庫
は
全
国
レ

ベ
ル
か
ら
み
て
も
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の
体
力
を

備
え
て
い
ま
す
。

（
損
益
状
況
）

　

今
年
度
上
半
期
の
中
間
純
利
益
は
27
億

9
2
百
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

平
成
30
年
度
上
半
期

経
営
報
告
会
兼
臨
時
総
代
会
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伊藤勝彦
岡崎市木下町在住 陶芸

国島征二
岡崎市木下町在住 彫刻

唐澤 萌
岡崎市千万町町在住 染織

杉本たけ子
岡崎市鹿勝川町在住 陶芸

高山秀美
岡崎市宮崎町在住 トンボ玉

　長野県で美術館巡りをしている時にトンボ玉と出会い、
ほぼ独学で「天とんぼ」として製作活動をしていましたが、
2007年より高山竜治と夫婦で「工房天竜」として活動。
　2014年に岡崎市宮崎町で、自然豊かな理想の工房と巡
り合い移住しました。きらきら輝く大好きなガラスを、どの
ような色や形にしようかと、自分色を大切にし試行錯誤し
ながら作り続けています。

　長いアメリカでの生活（ニューヨーク、ロスアンジェルス）
から、岡崎山間部での生活を始めて20年。この山中から発
信する私のアート作品は日本各地での発表はもとより、アメ
リカはじめオーストラリア、ドイツ、オランダなどヨーロッパ、
タイなどアジア諸国での展覧会は今も続いている。豊かな
自然の残るこの場所で自然とかかわり対話することは、作品
作りの為の発想、制作の原点となっていると思うのである。

　平成10年に自然豊かな木下町に家族4人で移住・築窯
しました。以前は街に住んでいて、必要なものは簡単に手
にはいりましたが、今は正反対の環境の中にいます。
　その中で四季折々で表情をかえる自然のやさしさや厳し
さを感じながら制作しています。つくるという行為のなか
で形態と釉色と釉調の調和を意識しながら自分が少しでも
いいなぁと思えるものがつくれるか日々模索しています。

　ここ数年、海外で展示の機会がありました。自分の
作品を通してコミュニケーションするのは私にとって
とても興味深いです。海外の気候、文化、習慣を経験
することは自分を見つめ、次の制作に向かう意識に良
い影響があると信じています。

　今、工房の窓から見える山々、風、自然を感
じ、制作できる環境に感謝しています。

　京都の染め工房で植物染めを学んでいました。
　千万町へ移住し、地域の方々にいろいろ教えていただく
中で、染料植物の自生している場所、収穫できる時期な
どが少しずつわかるようになり、毎日、漫然と通りすぎて
いた山里の風景が、意味を持って目に映ってくるようにな
りました。新しい植物染めの魅力を、この士地とこの士地
の人々に教えていただいています。

杉浦 傑
岡崎市東河原町在住 蒔絵

　日本の伝統工芸のひとつであります漆に魅せられ、漆芸
の修業をしています。蒔絵、箔絵、漆絵、沈金、螺鈿、卵
殻、象嵌、平文など、一部ではありますが様々な技法の習
得に努めています。まだまだ道半ばであり、皆様に披露す
るには気が引けるところもありますが、恥ずかしながら作品
を展示させていただきます。少しでも漆の世界を覗いてい
ただき、堪能していただければ幸いです。

入館無料

in 岡崎信用金庫資料館

時　間／10時～17時（入館は16時30分まで）※最終日は12時まで
休館日／月曜日・祝祭日
主　催／千万町・木下ふるさとづくり委員会・じさんじょの会
後　援／岡崎市・岡崎市教育委員会　　　協　賛／岡崎信用金庫

22月2日㈯－2月2424日㈰ 料

庫 荻野 嘉美さん
千万町・木下ふるさとづくり委員会
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千万町楽校

　千万町楽校（ぜまんじょうがっこう）とは、閉校した旧岡崎市立千万町小
学校跡地です。千万町（ぜまんじょう）・木下（きくだし）の山里の宝を活
かした、夢と希望あふれるふるさとづくりの拠点です。地域のコミュニティ
ーセンターであるとともに、ジビエBBQ・餅つき体験・山の小さな音楽会・
野外ジャズ・ひな人形展など、市民のみなさんとの交流の場として活用され
ています。

中條健太
岡崎市石原町 ガラス工芸

平松聰志
岡崎市石原町在住 リサイクルアート

　Cafe KURAGARIと併設してガラスエ房Calm Glassが
あります。バーナーワークというガラスのジャンルで
ガラスの中でも硬質な耐熱ガラスを使ってアクセサ
リーやオブジェを作っています。
　空や星、自然をモチーフにしています。

　自動車の構造を勉強をするためエンジンを分解したとき
初めて見たピストンが、何となく人間の顔に見えたので、試
しに手足をつけたのが始まりでした。独自で数年かけて技
術を習得。その後、テーマ性を考えるようになり徐々に今
の形に。心癒される普段の風景をテーマに昔日、家族愛、
友情、絆を感じられるあたたかいふれあいを形にしたいと
思い、外に出ては人とふれあい、日々制作しております。

高山竜治
岡崎市宮崎町在住 切り絵

　2007年から動物をモチーフとしたイラストを描き始め、高
山秀美と夫婦で「工房天竜」として作品展やイベントなどで
活動を開始。2010年からは自分が描く絵の表現方法として
「切り絵」を選択。より良い作品の製作環境を求め、2014年
に岡崎市宮崎町へ移住し製作活動をしています。自分の絵
を様々な方法で表現し、見てくれた方々の気持ちを
和ませるような作品を作り続けていきたいです。

野村正文
岡崎市石原町 陶芸

　ひとすじの風が屋下沢を吹き抜ける時、四季の変わり目
を感じさせてくれます。石原町に築窯して7年目を迎えて
います。退職して以来、陶芸に打ち込める環境に感謝しつ
つ作陶に励んでいます。自分の気持ちを大切にし、自由気
ままに、好き勝手に作陶しているのが「ひとシリーズ」です。
　作陶している時の胸の内が表現されていると思います。
皆様方の多くのご批評が今後の成長の糧となります。

岡崎市伝馬通1丁目58番地
0564－24－2367

※展示内容・作品は変更となる場合があります。

額田の山里に根ざし、
アートの力を活かしたふるさとづくりを

　千万町町・木下町は、愛知県岡崎市額田地区の山里にある、戸数60数戸の小
さな集落です。平成22年３月末で学校としての歴史に幕を閉じた千万町小学校
は、地域の人々が集い、笑顔と笑い声が響き合う交流の拠点「千万町楽校」と
して、山里の宝を活かした様々な催しや活動を通して多くの方々に活用してい
ただいています。
　千万町楽校を拠点として誕生した山里アートは、「岡崎市額田地区の山里に
根ざして芸術創作活動に取り組んでいる作家の作品の魅力や奥深さ、素晴らし
さをできるだけ多くの人に知ってもらいたい」という願いから始まりました。さまざ
まな作家のアート作品を通して、少しでも山里の魅力が伝われば幸いです。
　今回は、千万町楽校での山里アートに出展した作家の作品展が、岡崎中心部
の岡崎信用金庫資料館で開催します。岡崎市額田地区在住の10人の作家によ
る作品展です。ぜひ足をお運びください。

ぜまんぢょうちょう　　きくだしちょう
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壱番屋創業者の宗次徳二氏

第３回　ビジネスマッチングフェア２０１８
　平成30年１２月４日㈫、当金庫の取引先の若手経営者で組織する「おかしん経営塾塾生会」の会
員を対象とした「第３回ビジネスマッチングフェア」を竜美丘会館ホール（岡崎市明大寺町）で
開催しました。
　同フェアは、会員企業間のつながりを深めることを目的に、前回より出展や商談スペースを拡
大し、当金庫本店から会場を移して行いました。前回より９社多い４７社が出展し、約３５０人が来
場し、商談などが行われました。さらに、当日はセミナーを開催し、壱番屋創業者の宗次徳二氏
をお招きし「宗次流　独断と偏見の経営哲学」をテーマに講演していただきました。宗次氏の軽
妙なトークに、来場者は魅了されました。

岡崎信用金庫資料館で建築学生作品展開催
　平成３０年１１月６日㈫～１１月２５日㈰、岡崎信
用金庫資料館にて、資料館を建築設計した鈴木
禎次氏の作品パネルや名古屋工業大学・豊橋技
術科学大学・信州大学・名城大学の学生による
卒業建築設計作品等を展示する企画展を開催し
ました。
　さらに、最終日の１１月２５日㈰には、地元で
活躍されている先輩若手建築家の方々に、学生
の技能向上を目的に卒業設計作品を評価してい
ただく「学生作品展示講評会」を開催しました。

「岡崎市男女共同参画推進事業所」受賞
 本表彰制度は、岡崎市が男女共同参画意識の
向上に繋げるために今年度より実施されたも
のです。当金庫を含む５社（団体）は女性の社会
活躍やワークライフバランス、男女共同参画
などの推進に向けて特色ある取組を行ってい
ることを評価され、「岡崎市男女共同参画推進
事業所」として表彰されました。
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交通安全パレードに参加
　平成３０年１２月５日㈬、岡崎警察署と岡
崎商工会議所交通部会との共催による官民
合同交通安全啓発パレードが行われました。
藤川町の道の駅「藤川宿」では「岡崎幸田
安全セーフティレディ（７名）」に委嘱され
た当金庫青山美幸さんが来場したドライ
バーに交通安全の標語が入ったタオルやポ
ケットティッシュを配布し、交通事故防止
を呼び掛けました。

守り育てる資産運用をご提案します

詳しくは当金庫の窓口または　　0120－053－060にてお尋ねください

【投資信託に関するご注意事項】
※購入時手数料：１．０８％（消費税込）

日米欧の国債、日米欧の株式指数インデックスを中心とした
運用を行い、リスクを抑えつつ安定的な収益の確保を目指します。

商号等／岡崎信用金庫　　登録番号／登録金融機関　東海財務局長（登金）第30号　　加入協会／日本証券業協会

●投資信託は、預金、保険契約ではありません。
●投資信託は、預金保険機構、保険契約者保護機構の保護の対象ではありません。
●当金庫が取扱う投資信託は、投資者保護基金の対象ではありません。
　投資信託の設定・運用は委託会社が行います。
●投資信託は、元本および利回り・分配金の保証はありません。
●投資信託は、組入有価証券等の価格下落や組入有価証券等の発行者の信用状況の悪化等の
影響により、基準価額が下落して元本欠損が生ずることがあります。また、外貨建て資産に投
資する場合には、為替相場の変動等の影響により、基準価額が下落して元本欠損が生ずるこ
とがあります。
●投資信託の運用による利益および損失は、ご購入されたお客さまに帰属します。
●投資信託のご購入時には、買付時の１口あたりの基準価額（買付価額）に最大3.24％（税込）を
乗じて得た額をご負担いただきます。換金時には、換金時の基準価額に最大0.5％の信託財
産留保額が必要となります。また、これらの手数料とは別に投資信託の純資産総額の最大年
2.029４％（税込）を信託報酬として、信託財産を通じてご負担いただきます。

●投資信託の取得のお申込に関しては、クーリングオフ（書面による解除）の適用はありません。
●投資信託のご購入にあたっては、あらかじめ最新の投資信託説明書（交付目論見書）お
よび目論見書補完書面等を必ずお読みいただき、内容を確認・理解された上で、ご自身
でご判断ください。

「なごみの杜」の特徴
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平成30年 ～ 平成31年11月12日㈪ 1月31日㈭

2018－19冬定期預金2018－19冬定期預金

（窓口の場合、原則として新規預入または１０万円以上の増額）

おかしん２０１８－１９冬定期預金

平成３０年１１月１２日（月）～平成３１年１月３１日（木）
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